


私
達
九
州
キ
ャ

ラ
バ
ン
は
、
10

月

11

日
（
金
）
福
岡

市
に
上
陸
し
た
。

福
岡
労
働
局
で

は
、
じ
ん
肺
管
理

区
分
申
請
に
お
け

る
標
準
写
真
は
、

厚
労
省
か
ら
送
ら

れ
て
き
た
デ
ジ
タ

ル
標
準
写
真
を
映

し
出
す
専
用
モ
ニ

タ
ー
は
所
持
し
て

い
な
い
。
労
働
局

と
し
て
は
導
入
に

関
し
て
コ
ス
ト
面

で
今
す
ぐ
の
導
入
は
厳
し
い
と
回

答
。
九
州
社
医
研
田
村
医
師
か
ら

「
デ
ジ
タ
ル
標
準
写
真
と
医
療
機

関
か
ら
の
胸
部
Ⅹ
写
真
を
ど
の
よ

う
に
し
て
比
較
読
影
し
て
い
る
の

か
？
ま
た
、
吉
澤
研
究
班
に
よ
る

と
デ
ジ
タ
ル
標
準
写
真
は
、
元
来

の
じ
ん
肺
基
準
よ
り
１
ラ
ン
ク
ず

つ
高
い
し
き
い
値
に
な
っ
て
い
る
」
。

こ
れ
に
対
す
る
福
岡
労
働
局
の
具

体
的
な
回
答
は
な
か
っ
た
。

福
岡
県
要
請
で
は
、
ア
ス
ベ
ス

ト
使
用
建
築
物
の
調
査
に
つ
い
て
、

１
，
０
０
０
㎡
以
上
は
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
し
た
（
１
万
６
千
軒
）
内
ア

ス
ベ
ス
ト
含
有
は
７
０
０
軒
。
１
，

０
０
０
㎡
以
下
は
デ
ー
タ
べ
ス
化

し
て
い
る
が
、
風
評
被
害
を
懸
念

し
公
表
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
。
建
築
物
の
吹
き
付
け
及
び
固

形
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
調
査
・
処
理

費
用
補
助
に
つ
い
て
、
福
岡
県
は

こ
れ
ま
で
融
資
で
あ
っ
た
が
、
国

の
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
制

度
を
活
用
し
、
融
資
か
ら
補
助
へ

切
り
替
え
に
つ
い
て
は
、
個
人
住

宅
（
資
産
）
の
管
理
は
県
で
は
な

く
自
治
体
な
の
で
と
し
て
自
治
体

丸
投
げ
の
姿
勢
が
露
わ
に
な
っ
た
。

福
岡
市
要
請
で
は
、
津
波
古
書

記
長
の
旧
友
が
日
本
共
産
党
市
議

会
議
員
に
な
り
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

と
福
岡
市
と
の
つ
な
ぎ
役
に
な
っ

て
く
れ
た
。

記
念
す
べ
き
第
30
回
な
く
せ
じ

ん
肺
・
ア
ス
ベ
ス
ト
キ
ャ
ラ
バ
ン

の
九
州
集
結
と
九
州
建
設
ア
ス
ベ

ス
ト
訴
訟
の
判
決
を
１
か
月
後
に

控
え
る
決
起
集
会
が
福
岡
市
警
固

Ｎ
Ｔ
Ｔ
レ
ソ
ラ
ホ
ー
ル
で
大
々
的

に
行
わ
れ
た
。

会
場
に
は
、
200
名
を
優
に
超
え

る
参
加
者
が
集
い
ま
し
た
。

本
集
会
は
３
部
構
成
で
大
き
く

進
行
し
て
い
き
ま
し
た
。

【
第
１
部
】

朗
読
劇
「
ア
ス
ベ
ス
ト
」

ア
ス
ベ
ス
ト
が
日
本
内
外
で
い

つ
頃
か
ら
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
か
、
安
価
で
耐
火
・
耐
熱
性

に
優
れ
「
奇
跡
の
鉱
物
」
と
し
て

も
て
は
や
さ
れ
た
が
、
実
は
ア
ス

ベ
ス
ト
の
危
険
極
ま
り
な
い
事
実

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
っ
た
。

ア
ス
ベ
ス
ト
の
危
険
性
に
つ
い

て
使
用
規
制
を
早
く
に
設
け
た
諸

外
国
に
対
し
、
日
本
国
は
「
使
え

使
え
」
と
煽
り
に
煽
る
。
そ
う
し

て
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
被
害
を
被
っ

た
九
州
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
原

告
ら
の
被
害
の
訴
え
が
続
い
た
。

そ
し
て
、
福
建
労
大
牟
田
支
部

所
属
遺
族
原
告
の
訴
え
最
後
に

「
主
人
の
よ
う
な
ア
ス
ベ
ス
ト
の

悲
惨
な
犠
牲
者
を
出
し
た
く
な
い
、

あ
や
ま
れ
・
つ
ぐ
な
え
・
な
く
せ
」

と
語
ら
れ
、
会
場
全
体
が
「
あ
や

ま
れ
・
つ
ぐ
な
え
・
な
く
せ
」

「
あ
や
ま
れ
・
つ
ぐ
な
え
・
な
く

せ
」
「
あ
や
ま
れ
・
つ
ぐ
な
え
・

な
く
せ
」
と
声
が
段
々
大
き
く
な
っ

て
い
っ
た
。

こ
の
事
実
に
基
づ
い
た
朗
読
劇

は
全
て
の
参
加
者
ら
の
胸
を
打
っ

た
。

【
第
２
部
】

九
州
キ
ャ
ラ
バ
ン
報
告

全
国
出
陣
式
の
舞
台
と
な
っ
た
長

崎
県
佐
々
町
の
北
松
じ
ん
肺
訴
訟
。
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第
30
回
な
く
せ
じ
ん
肺
・
ア
ス
ベ
ス
ト
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
２

福岡行動・福岡集会・東京集結
悲しみを乗り越え苦しみを後世に残さない



長
崎
実
行
委
員
長
の
中
里
氏
か
ら
、

じ
ん
肺
の
闘
い
の
歴
史
そ
し
て
今

激
し
く
闘
わ
れ
て
い
る
三
菱
長
崎

造
船
所
じ
ん
肺
・
ア
ス
ベ
ス
ト
第

３
陣
訴
訟
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

続
い
て
、
築
炉
じ
ん
肺
弁
護
団

長
で
九
州
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟

弁
護
団
副
団
長
の
伊
黒
忠
昭
弁
護

士
か
ら
キ
ャ
ラ
バ
ン
要
請
行
動
の

報
告
が
な
さ
れ
た
。

特
徴
的
だ
っ
た
の
が
、
大
牟
田

市
要
請
行
動
で
、
こ
れ
ま
で
ア
ス

ベ
ス
ト
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

に
非
常
に
消
極
的
だ
っ
た
当
自
治

体
が
、
努
力
の
成
果
も
あ
り
517
軒

も
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
り
上

げ
て
い
た
事
な
ど
を
報
告
さ
れ

「
住
民
や
被
害
者
が
動
け
ば
、
国
、

自
治
体
も
動
く
」
と
継
続
し
た
取

り
組
み
が
ど
れ
だ
け
大
切
か
を
訴

え
ら
れ
た
。

【
第
３
部
】
高
裁
判
決
に
向
け
て

判
決
を
１
か
月
後
に
控
え
る
九

州
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
第
１
陣
訴
訟

弁
護
団
長
の
山
本
一
行
弁
護
士
は

「
今
、
国
中
の
じ
ん
肺
・
ア
ス
ベ

ス
ト
闘
争
団
や
国
自
体
も
注
目
し

て
い
る
本
訴
訟
の
判
決
で
、
ア
ス

ベ
ス
ト
被
害
救
済
の
潮
流
を
作
ら

れ
る
か
ど
う
か
が
大
き
な
山
場
で

あ
る
」
事
を
強
く
訴
え
ら
れ

こ
れ
を
実
現
す
る
に
も
全
国
の
協

力
が
必
要
に
な
る
事
を
述
べ
ら
れ
、

会
場
全
体
で
「
あ
や
ま
れ
・
つ
ぐ

な
え
・
な
く
せ
・
じ
ん
肺
・
ア
ス

ベ
ス
ト
」
「
九
州
建
設
ア
ス
ベ
ス

ト
第
１
陣
訴
訟
の
逆
転
勝
利
」
に

向
け
て
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
！
」

と
拳
を
頭
上
高
く
突
き
上
げ
る
気

迫
で
閉
幕
と
な
っ
た
。

東
京
集
結
集
会‼

=

10
月
24
日
、
厚
労
省
前
で
怒
り
の

抗
議
宣
伝
。

我
ら
が
九
州
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟

弁
護
団
長
も
熱
く
熱
く
訴
え
る
。

そ
の
後
、
衆
院
第
一
会
館
で
開
か

れ
た
集
結
集
会
で
は
、
環
境
経
済
学

の
第
一
人
者

宮
本
憲
一
先
生
の
、

ア
ス
ベ
ス
ト
と
言
う
「
公
害
」
を
鋭

く
指
摘
。

じ
ん
肺
・
ア
ス
ベ
ス
ト
根
絶
を
国

会
か
ら
絶
大
な
支
援
を
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
議
員
方
々
の
力
の
こ
も
っ
た

激
励
の
挨
拶
。

最
後
に
、
様
々
な
じ
ん
肺
・
ア
ス

ベ
ス
ト
訴
訟
原
告
団
の
中
で
、
九
州

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
原
告
団
の
勝

利
を
確
信
し
た
決
意
表
明
は
、
ア
ス

ベ
ス
ト
の
犠
牲
に
な
っ
た
夫
の
無
念

と
、
後
世
に
そ
の
被
害
を
も
た
ら
さ

な
い
事
を
強
く
訴
え
て
い
た
。

翌
朝
、
私
た
ち
は
、
三
菱
重
工
業

本
社
前
に
陣
を
取
り
、
じ
ん
肺
・
ア

ス
ベ
ス
ト
の
加
害
責
任
を
厳
し
く
糾

弾
！普

段
は
心
優
し
い
弁
護
士
は
、
三

菱
重
工
業
に
対
し
「
人
の
命
」
が
か

か
っ
た
訴
訟
に
対
し
、
真
正
面
か
ら

向
き
合
い
謝
罪
し
ろ
ッ
！
と
猛
抗
議
。

全
国
の
じ
ん
肺
・
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟

原
告
団
ら
も
三
菱
重
工
業
の
「
人
を

人
と
も
思
わ
な
い
」
態
度
に
怒
り
心

頭
。日

本
の
三
大
財
閥
の
１
つ
「
三
菱
」

の
重
役
ら
は
我
々
に
は
絶
対
に
会
わ

ず
、
下
っ
端
を
盗
撮
要
員
と
し
て
我
々

の
目
の
前
に
送
り
込
ん
だ
。

財
閥
ら
は
、
労
働
者
の
「
命
の
犠

牲
」
の
上
に
ぼ
ろ
も
う
け
し
て
お
き

な
が
ら
、
犠
牲
者
に
は
一
切
向
き
合

わ
な
い
。

財
閥
に
は
「
人
の
心
」
は
一
切
存

在
し
な
い
。

私
た
ち
は
、
加
害
企
業
と
国
が
謝

罪
す
る
ま
で
闘
い
続
け
る
。

加
害
企
業
は
、
「
人
の
命
が
か
か
っ

た
魂
の
雄
叫
び
」
が
聞
こ
え
る
か
！

（３） 建交労大牟田支部通信 ソリダリテ 2019年12月1日



11
月
9
日
、

荒
尾
市
で
行

わ
れ
た
「
第

56
回
三
池
大

災
害
抗
議
集

会
」
。

56
年
前
の

こ
の
日
、
生

産
第
一
主
義
、

保
安
無
視
に

よ
る
、
死
者

458
名
、
Ｃ
Ｏ

中
毒
患
者
839

名
を
出
し
て

し
ま
っ
た
大

災
害
。
こ
の

犠
牲
を
弔
い
、

「
三
池
・
水
俣
・

福
島
・
沖
縄
」
な
ど
の
闘

い
と
連
帯
す
る
中
身
の
濃

ゆ
い
集
会
で
し
た
。

こ
こ
で
は
、
CO
中
毒
患

者
を
今
も
診
て
い
る
吉
野

病
院
労
組
伊
藤
書
記
長
は
、

国
と
交
わ
し
た
確
認
書
で

未
だ
国
は
履
行
し
な
い
事

を
告
発
。
ま
る
で
国
は
CO

患
者
が
全
て
死
ぬ
の
を
待
っ

て
い
る
か
の
よ
う
に
聞
こ

え
ま
し
た
。

そ
し
て
、
炭
塵
爆
発
を

よ
く
知
る
平
川
執
行
委
員

長
も
挨
拶
な
さ
っ
た
。

「
三
井
の
こ
の
甚
大
な

被
害
、
CO
に
留
ま
ら
ず
石

炭
じ
ん
肺
が
未
だ
に
残
っ

て
い
る
。
そ
の
石
炭
じ
ん

肺
罹
患
者
を
掘
り
起
こ
し

し
て
い
る
。

1
月
25

日

に
万
田
炭

鉱
記
念
館

で
じ
ん
肺

や
ア
ス
ベ

ス
ト
な
ど

の
無
料
相

談
会
を
行
う
の
で
、
炭
鉱

離
職
者
に
は
是
非
お
出
で

頂
き
た
い
」
。
と
述
べ
ら

れ
た
。

（
津
波
古
）

2019年12月1日 建交労大牟田支部通信 ソリダリテ （４）

＜行事予定＞

１２月
１日（日）１０：００～県本部春闘討論集会・大牟田５名

２日（月）１３：００～公共一般分会定例会
４日（水）１３：３０～築炉じん肺第２陣控訴審第１回期日・福岡高裁１００３号法廷
５日（木） 街角ウォッチング大牟田市要請行動

１７：３０～西日本石炭じん肺弁護団会議

６日（金）１０：００～労職分会定例会
８日（日）１０：００～県労連春闘共闘会議

１５日（日）１３：００～建交労知名度アップ宣伝
１７日（火）１４：００～大牟田社保協幹事会

１９日（木）１０：００～支部執行委員会
１４：００～医療・介護なんでも相談会

２８日（土）～１月５日（日）年末年始休暇

１月
６日（月）１０：００～建交労大牟田支部・新春旗開き

１２日（日）１３：００～新成人式宣伝行動

健
康
相
談
会

（
１
１
月
末
時
点
）

・
石
綿
健
康
管
理
手
帳
取
得
：
４
名

・
じ
ん
肺
管
理
区
分
４

：
１
名

・
じ
ん
肺
管
理
区
分
３
イ

：
１
名

・
じ
ん
肺
管
理
区
分
２

：
２
名

・
じ
ん
肺
合
併
症
決
定

：
２
名

・
じ
ん
肺
合
併
症
申
請
予
定
：
２
名

・
遺
族
補
償
決
定

：
１
名

・
CO
患
者
遺
族
補
償
申
請
：
１
名

三
井
三
池
三
川
坑
炭
塵
爆
発

第56回三池大災害抗議集会
未だに止まぬ三井大資本の犠牲



１
０
月
２
７
日
、
久
留

米
で
の
山
本
太
郎
の
お
し
ゃ

べ
り
会
に
参
加
し
て
き
ま
し

た
。ス

ゴ
イ
熱
気
で
、
準
備
さ

れ
て
い
た
５
０
０
人
分
ほ
ど

の
椅
子
も
満
杯
、
立
ち
見
も

会
場
に
入
れ
な
い
く
ら
い
大

盛
況
で
し
た
。

一
問
一
答
形
式
の
質
問
で

は
、
あ
る
若
者
は
●
消
費
税

減
税
に
消
極
的
な
元
民
主
党

系
を
除
き
早
く
共
産
党
と
一

緒
に
行
動
し
て
は
？

朝
倉
の
方
は
、
●
災
害
後
の

県
や
国
の
対
応
に
対
す
る
批
判
や
若

い
頃
し
て
い
た
原
子
炉
清
掃
を
し
て

い
た
時
の
悲
惨
な
話
。

国
会
特
別
会
計
な
ど
な
ど
質
問
が
飛

び
交
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
ず
、
知
ら
な
い
方
の
た
め
に
山

本
太
郎
率
い
る
「
れ
い
わ
新
選
組

（
後
述
：
れ
い
わ
）
」
は
、
今
年
４

月
に
旗
揚
げ
し
、
主
た
る
目
標
、
消

費
税
廃
止
を
含
め
８
つ
の
政
策
を
掲

げ
て
い
ま
す
。

７
月
の
参
議
院
選
挙
で
は
１
０
人

の
立
候
補
者
（
代
表
は
元
俳
優
で
東

北
大
震
災
時
の
原
発
事
故
を
批
判
し

芸
能
界
か
ら
干
さ
れ
た
山
本
氏
、
幼

児
期
の
ケ
ガ
で
寝
た
き
り
に
な
っ
た

重
度
障
害
者
木
村
氏
、
難
病
Ａ
Ｌ
Ｓ

患
者
で
障
害
者
の
舩
後
氏
、
元
北
朝

鮮
拉
致
家
族
会
事
務
局
長
で
元
東
京

電
力
原
子
力
部
門
社
員
蓮
池
氏
、
元

Ｊ
Ｐ
モ
ル
ガ
ン
大
西
氏
、
現
沖
縄
創

価
学
会
員
野
原
氏
、
元
銀
行
員
で
元

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
オ
ー
ナ
ー
三
井
氏
、

環
境
保
護
Ｎ
Ｐ
Ｏ
辻
村
氏
、
女
性
装

の
東
大
教
授
安
富
氏
、
元
シ
ン
グ
ル

マ
ザ
ー
で
ホ
ー
ム
レ
ス
派
遣
切
り
経

験
者
渡
辺
氏
）
な
ど
、
多
種
多
様
な

方
々
が
出
馬
さ
れ
、
熱
く
、
モ
ニ
タ
ー

映
し
出
し
な
が
ら
の
わ
か
り
や
す
い

政
策
に
よ
り
「
れ
い
わ
旋
風
」
を
起

こ
し
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
重
度
障
害
の
方
２
人

の
み
が
当
選
し
代
表
の
山
本
太
郎
氏

は
落
選
し
ま
し
た
。

山
本
氏
は
元
の
東
京
選
挙
区
を
譲

り
、
沖
縄
創
価
学
会
の
野
原
氏
を
公

明
党
対
抗
策
と
し
て
出
馬
さ
せ
、
後

は
す
べ
て
比
例
で
立
候
補
し
ま
し
た
。

こ
の
寝
た
き
り
の
重
度
障
害
者
２

人
が
国
会
で
、
障
害
者
の
雇
用
や
権

利
の
矛
盾
を
訴
え
、
当
事
者
の
声
を

届
け
、
国
会
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
で

話
題
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
勢
い
の
あ
る
れ
い
わ
は
、
大

き
な
塊
り
に
な
る
野
党
共
闘
を
訴
え
、

「
今
ま
で
の
選
挙
対
策
で
は
だ
め
だ
、

無
関
心
層
に
も
す
べ
て
の
人
が
毎
日

払
う
消
費
税
と
言
う
罰
金
を
旗
印
に
」

と
、
共
通
政
策
で
消
費
税
５
％
減
税

（
れ
い
わ
は
廃
止
）
を
各
野
党
が
掲

げ
る
な
ら
一
緒
に
闘
い
ま
す
と
言
っ

て
い
る
が
、
国
民
民
主
、
立
憲
民
主

は
消
費
税
減
税
に
は
消
極
的
、
元
々

消
費
税
廃
止
を
謳
っ
て
い
た
日
本
共

産
党
と
は
先
日
協
定
を
結
び
、
山
本

氏
と
馬
淵
氏
が
消
費
税
減
税
研
究
会

を
立
ち
上
げ
与
野
党
問
わ
ず
呼
び
掛

け
て
い
ま
す
。

消
費
税
減
税
と
い
う
と
、
「
じ
ゃ
ぁ

そ
の
分
ど
こ
か
ら
財
源
が
出
る
の
？
」

と
質
問
が
良
く
あ
る
が
、
最
近
「
Ｍ

Ｍ
Ｔ
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
く
る
。

簡
単
に
言
う
と
、
「
自
国
で
通
貨
発

行
で
き
る
国
（
ア
メ
リ
カ
、
日
本
な

ど
）
は
債
務
不
履
行
に
は
な
ら
な
い
」

と
い
う
原
理
で
あ
る
。

日
本
の
借
金
１
０
０
０
兆
円
、
日

本
人
一
人
当
た
り
９
０
０
万
の
借
金

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
財
務

省
な
ど
に
よ
る
詭
弁
、
捏
造
で
す
。

日
本
の
借
金
は
国
の
借
金
で
あ
っ

て
、
国
民
の
借
金
で
は
な
い
の
だ
が
、

そ
の
ツ
ケ
を
国
民
に
強
い
て
い
る
。

過
去
統
計
グ
ラ
フ
で
国
の
赤
字
と
民

間
の
黒
字
は
反
比
例
し
て
い
る
（
バ

ブ
ル
時
除
く
）
、
ゆ
え
に
現
在
の
日

本
は
国
民
生
活
へ
の
投
資
が
全
く
足

り
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

ギ
リ
シ
ャ
は
ユ
ー
ロ
加
盟
国
な
の

で
発
行
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
央
銀
行
な

の
で
自
国
通
貨
発
行
が
で
き
な
い
。

そ
れ
じ
ゃ
借
金
は
無
限
に
で
き
る
の

か
！
と
言
え
ど
限
界
は
あ
り
ま
す
し

制
限
を
設
け
る
な
ど
の
提
案
も
あ
り

ま
す
。

そ
う
し
て
「
誰
か
の
消
費
は
誰
か

の
所
得
」
、
「
誰
か
の
借
金
は
誰
か

の
資
産
」
「
全
国
一
律
最
低
賃
金
１

５
０
０
円
」
と
し
、
消
費
税
開
始
以

前
の
所
得
税
や
法
人
税
に
戻
し
、
大

企
業
、
大
金
持
ち
へ
の
増
税
「
あ
る

と
こ
ろ
か
ら
取
れ
！
な
い
と
こ
ろ
か

ら
は
取
れ
な
い
！
」
、
を
目
指
し
、

景
気
の
正
常
な
循
環
、
回
復
を
考
え

て
い
る
。

そ
の
他
の
公
約
は
、
山
本
太
郎
氏

の
よ
く
使
う
言
葉
「
あ
な
た
を
幸
せ

に
し
た
い
ん
だ
」
通
り
、
非
正
規
、

派
遣
を
無
く
し
平
等
な
世
の
中
「
同

じ
仕
事
し
て
ん
だ
か
ら
、
同
じ
賃
金
、

待
遇
が
あ
た
り
ま
え
で
し
ょ
」
。

弱
者
救
済
で
は
重
度
障
害
者
の
２
人

が
、
障
害
当
事
者
と
し
て
お
か
し
な

現
社
会
保
障
制
度
の
是
正
を
訴
え
る
。

増
え
続
け
る
公
務
員
の
非
正
規
化
と

は
反
対
に
、
減
り
続
け
る
介
護
や
看

護
、
保
育
士
な
ど
を
公
務
員
化
し
安

定
さ
せ
る
。
な
ど
、
他
に
も
奨
学
金

徳
政
令
（
借
金
と
は
し

な
い
）
、
全
国
一
律
最

低
賃
金
１
５
０
０
円
、

第
一
次
産
業
個
別
保
障
、

辺
野
古
基
地
中
止
、
そ

し
て
山
本
が
政
治
家
に

な
る
道
を
決
め
た
「
原

発
即
時
禁
止
、
被
爆
さ

せ
な
い
！
」
な
ど
で
あ

る
。現

政
府
、
経
団
連
や

大
企
業
、
原
発
へ
の
批

判
で
（
テ
レ
ビ
の
ス
ポ

ン
サ
ー
）
に
よ
り
、
中
々
テ
レ
ビ
に

出
て
く
る
機
会
も
少
な
く
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
さ
れ
る
方
等
は
ご
存
じ
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ま
だ
ま
だ
無
名

で
す
。

れ
い
わ
新
選
組
は
旗
揚
げ
か
ら
選

挙
、
選
挙
が
終
わ
っ
た
後
も
無
名
の

れ
い
わ
を
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
全
国

各
地
で
街
宣
行
動
を
起
こ
な
っ
て
い

ま
す
。

一
度
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
Ｙ
Ｏ
Ｕ

Ｔ
Ｕ

Ｂ
Ｅ
で
「
山
本
太
郎
」
「
れ
い
わ
新

選
組
」
な
ど
を
検
索
し
閲
覧
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

思
っ
て
い
た
印
象
が
変
わ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ヨ
。

来
た
る
衆
議
院
選
挙
に
備
え
、
立

候
補
者
１
０
０
名
程
度
募
集
中
！
そ

し
て
全
国
行
脚
街
宣
中
で
す
！

生
で
見
ら
れ
る
機
会
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

自
分
は
、
国
会
で
数
で
負
け
る
と

わ
か
っ
て
い
て
も
、
議
案
採
決
で
一

人
牛
歩
戦
術
す
る
山
本
さ
ん
が
大
好

き
で
す
。
応
援
し
ま
す
。
（
高
橋
）
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